
県立高等学校重点校制度に係る成果報告書 

学校名 鳥取中央育英高等学校 

重点項目 県外生徒募集重点校 提出日 令和５年４月２０日 

 

１ 学校目標 

克己を通じた人格の完成 

（１）志を持ち、それを叶える確かな学力が身につく 

（２）自らを律し、何事も率先して自ら行う力が身につく 

（３）自他を思いやり、他と協力する力が身につく 

（４）地域を支える社会人として必要な資質が身につく 

２ 重点項目に係る目標・成果 

目標 成果 

本校は県内でも数少ない体育コース設置校であり、

その体育コースの生徒を中心として部活動での全国レ

ベルの活躍や学校の活性化を図ってきた。 

 これまでも体育コースの推薦入学者県外募集定員枠

において、競技成績の優秀な生徒の確保を行ってきた

が、緑風寮をもつ本校の特徴を生かし、県外募集定員

枠を充足することで、競技力に優れた生徒を受け入れ、

スポーツを中心とした学校の更なる活性化と全国大会

で活躍する生徒の一層の増加を目指す。 

 

＜数値目標＞ 

競技力に優れた県外中学生入学者数 １学年１０名 

※強化種目 陸上競技・水球・レスリング・山岳・

バレーボール男子・ソフトボール男子・野球 

 

 顧問が県外中学に赴き、競技力の向上のことだ

けでなく、スポーツ類型での幅広な学びについて

丁寧に説明した。令和５年度入学者選抜では、県

外から５名の中学生の受検があり、５名（特色選

抜５名）が合格した。 

＜数値結果＞ 

競技力に優れた県外中学生入学者数 

令和５年度５名 

男子バレーボール３名 

水球      ２名 

 

３ 実施事業 

【高等学校課事業】 

・スポーツ・文化芸術活動重点校に関わる事業（独自事業で実施） 

【独自事業】 

・高校体験入学を８月１日、２日に実施。県外中学生が６名参加。（兵庫県５名、島根県１名）（山岳、野

球、バレー４）（山岳のみ女子） 

・県外中学校における本校PR。（５中学校実施）（兵庫県４中学校、大阪府１中学校） 

４ 総合所見（成果・評価） 

・競技力の向上を通した学校の更なる活性化を期待しているところだが、令和５年度の競技力の優れた県外

新入生は、５名の受け入れにとどまった。 

・中学生が進路を決める時期が早くなっていること、自宅から通える学校を選ぶ傾向が強くなっていること

などで、生徒募集に苦戦した。 

・中学生に学校の魅力をしっかり伝えるために、魅力の伝わりやすい学校案内を作成するだけでなく、学校

様式２ 



ホームページや学校公式 Instagram等を利用して、情報発信を行っていく。 

・競技成績が県外中学生に対する本校最大のアピールになることから、今後ともスポーツ・文化芸術活動重

点校制度の事業を活用しながら、在校生の競技力向上を通した学校の活性化に努めたい。 

※枚数任意 


